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添川小学校 学校田田植え体験 

昭和地区農地水・環境保全会の協力を得て２

６年度から実施し、今年で三年目を迎えました。

昨年から【総合的な学習の時間】として、５．

６年生が勉強しています。計画では「田植え」

「草取り」「稲刈り」「脱穀」と体験学習が４

回、そして農業を通しての講話が３回、計７回

を予定しています。 



農
業
担
い
手
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て 

農
業
委
員 

藤
野 

更
織 

 
5
月
２６
日
、
農
業
委
員
会
法
が
改
正

さ
れ
、
農
業
会
議
が
一
般
社
団
法
人
と
な

り
初
め
て
の
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
が
東
京
・
文
教
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

松
原
遊
休
農
地
利
用
協
議
会 

全
国
農
業
委
員
会
賞
受
賞 

そ
こ
で
大
会
に
先
立
ち
第
８
回
耕
作

放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
表
彰
が
行

わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
か
ら
全
国
農

業
新
聞
賞
ま
で
受
賞
さ
れ
た
３１
の
団
体

等
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
飯
豊
町
の
松
原
地
区
遊
休
農
地
利

用
協
議
会
が
全
国
農
業
新
聞
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
の
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
２９
年
7
月
～ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
が
ス
タ
ー
ト 

ま
た
、
大
会
で
は
、
農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
よ
り
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
農

業
委
員
会
憲
章
が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
私
た
ち
農
業

委
員
も
次
回
の
改
選
（
平
成
２９
年
7
月
）

で
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
移
行
し
、
新
た

に
設
け
ら
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進

員
を
農
業
委
員
会
が
任
命
し
ま
す
。
そ
し

て
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
農
地
の
有
効

利
用
等
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
改

選
時
ま
で
は
、
今
ま
で
の
体
制
で
任
務
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
引
き
続
き
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

              

本
年
2
月
２４
日
、
中
部
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
て
「
飯
豊
町
農
業
担
い
手
研

修
会
並
び
に
農
業
委
員
と
の
意
見
交
換

会
」
が
行
わ
れ
、
認
定
農
業
者
協
議
会
、

新
規
就
農
者
の
方
を
含
め
、
約
40
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。 

「置
賜
地
域
を
ひ
と
つ
の
自
給
圏
」 

初
め
に
後
藤
町
長
の
講
話
が
あ
り
、
国

農
政
の
現
状
か
ら
今
後
の
町
の
方
向
性

ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
「
置
賜
地
域
を
ひ
と
つ
の

自
給
圏
」
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
方
向

と
は
別
の
地
域
に
根
差
し
た
自
給
自
足

体
制
を
築
い
て
い
く
と
い
う
話
に
は
、
私

自
身
強
く
共
感
し
た
次
第
で
す
。 

 

意
見
交
換
会
で
は
、
認
定
農
業
者
協
議

会
の
方
々
か
ら
耕
作
放
棄
地
、
転
作
田
の

畑
地
化
、
園
芸
作
物
従
事
者
の
組
織
化
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
、
園
芸
作
物
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
を

作
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
転
作
田
で
野
菜

を
栽
培
す
る
の
に
、
圃
場
の
排
水
性
の
確

保
は
か
な
り
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
飯
豊
町
の
農
業
が
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
米
、
畜
産
以

外
に
も
野
菜
、
園
芸
作
物
な
ど
も
っ
と
視

野
を
広
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。 

意

見

交

換

会
で
あ
っ
た
転

作
田
の
畑
地
化
、

排
水
性
の
確
保

は
、
ぜ
ひ
と
も

町
の
重
要
政
策

と
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
強
く
要

望
し
ま
す
。 

 

飯豊町の農業政策の方向性について講演する後藤町長 

本町のＩターン・Ｕターンの就農者のみなさん 
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去
る
、
5
月
２６
日
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
、
平
成
２８
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会

長
大
会
に
お
い
て
、
松
原
地
区
遊
休
農
地

利
用
協
議
会
が
、
全
国
農
業
新
聞
賞
を
受

賞
致
し
ま
し
た
。
こ
の
、
耕
作
放
棄
地
発

生
防
止
・
解
消
活
動
表
彰
は
、
今
年
で
8

回
目
を
数
え
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
や
農

業
離
れ
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に

伴
い
、
こ
の
解
消
に
取
り
組
ん
だ
全
国
の

組
織
の
中
か
ら
特
に
優
秀
な
組
織
に
対 

              

   

し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

松
原
地
区
遊
休
農
地
利
用
協
議
会
は
、

平
成
２２
年
、
松
原
の
国
道
１
１
３
号
線
沿

い
に
長
年
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
た

農
地
を
地
区
の
諸
団
体
と
連
携
し
、
再
生

作
業
と
そ
ば
の
作
付
け
と
収
穫
を
行
い
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
も

の
で
す
。 

現
在
も
、
地
域
の
関
係
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
そ
ば
の
作
付
け
を
行
っ
て
お
り
、

特
に
、
地
区
の
子
供
育
成
会
の
農
業
体
験

や
ゴ
ミ
拾
い
活
動
は
、
農
村
集
落
の
景
観

保
全
や
郷
土
愛
を
養
う
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
の
収
穫
体
験
や
そ
ば

打
ち
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
食
育
や 

         

地
産
地
消
な
ど
の
心
を
育
む
こ
と
に
も

結
び
付
い
て
お
り
、
将
来
の
農
業
の
担
い

手
と
し
て
も
期
待
で
き
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
、松
原
地
区
遊
休
農
地
利
用

協
議
会
、
山
口
義
雄
会
長
の
喜
び
の
声 

こ
の
度
、
全
国
農
業
会
議
所
よ
り
、
め

で
た
く
受
賞
し
た
こ
と
に
対
し
、
町
当
局

の
ご
指
導
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

松
原
地
区
遊
休
農
地
利
用
協
議
会
は
、

平
成
２２
年
４
月
６
日
に
設
立
し
、
国
道
１

１
３
号
線
か
ら
の
飯
豊
町
役
場
へ
の
表

玄
関
と
し
て
、
農
地
を
耕
作
放
棄
地
に
し

て
お
け
な
い
と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、

松
原
地
区
保
全
協
議
会
と
松
原
転
作
組 

        

合
の
２
つ
の
組
織
で
立
ち
上
げ
、
地
権
者

５
名
と
農
地
委
託
契
約
を
結
び
、
支
障
木

の
伐
採
、
及
び
抜
根
作
業
を
行
い
、
暗
渠

排
水
工
事
等
を
実
施
し
、
完
全
に
畑
地
化

し
ま
し
た
。 

毎
年
７
月
末
頃
、
子
供
育
成
会
と
共
同

で
、
そ
ば
の
播
種
作
業
と
国
道
沿
線
の
空

き
缶
及
び
ゴ
ミ
拾
い
作
業
を
行
い
、
毎
年

勤
労
感
謝
の
日
に
は
、
地
元
の
そ
ば
打
ち

先
生
の
も
と
、
子
供
育
成
会
と
そ
ば
打
ち

体
験
を
し
な
が
ら
地
区
民
と
一
緒
に
収

穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
受
賞
を
機
に
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
共
に
益
々
充
実
し
た
事
業

に
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
受
賞
の
喜
び
と
致
し
ま
す
。 

  

山形農業会議今田専務理事（左から 2 人目）より伝達を受けた山口会長（中央） 

バックホウによる抜根作業 

子供育成会によるそばの播種作業 

耕作放棄地が再生され、そばが作付けされた国道沿い 

3 
地元そば打ち先生によるそば打ち体験をする子供たち 



 

 

                中 酒町  長岡 悠平さん（２７歳）麻衣さん（３２歳） 

全国においしいアスパラガスを届け、いつかは「ＴＶ情熱大陸出演」 

平成２７年度より青年就農給付金制度を活用し、アスパラガスとわさび菜の栽培に取り組んでいる 

長岡悠平君・麻衣さん夫婦（中地区）です。 

作物の成長を見ながら丹精込めて栽培した収穫物を、消費者の方に「甘くておいしかったよ。」と、笑

顔で言ってもらえたその一言に、心から農業の魅力を感じると話す。 

自分の人生をこれからどう生きたら良いのか岐路（25歳頃）に立った時、「農業を生涯の仕事とし、こ

の土地、家族を守ると決意した。」と話す姿に、強い意志を感じました。また、他の人と同じことではな

く、自分で決め試行錯誤し、全力でやっての失敗なら納得できるし、うまくいった時の達成感は半端じ

ゃない喜びを味わえると話す。穏やかな性格からは想像できない、農業に挑む強い心構えがある人だと

感じました。 

早朝は全く苦にならないし、仕事の後のご飯は「最

高にうまい。」と話す。将来は、農業を引っ張って行く

会社を設立し、全国の方々においしいアスパラガスを

届けたい。そして、「ＴＶ情熱大陸に出演したい。」と

笑いながら話してくれました。 

今秋には、家族が増えるとのことで、奥様、お体大

切にして下さいね。 

夢を持ち、毎日仕事に励む二人。私たちは担い手と

して、お二人に期待し、また応援していきたいと思い

ます。     取材： 農業委員 須藤 利美 

  

 

 

がんばっています！ 若手農業者 

今年度も下記の日程で農地パトロールを開催します。 

農地を有効に利用しているか。遊休農地の有無や違反転用に

ついて、地元農業委員のみなさんにより実施するものです。 

① 日時： 平成２８年８月２５日（木） １3：30～１6：30 

② 場所： 町内全域を５班編成でパトロール 

③ 趣旨： 農地の利用状況を調査し、遊休農地及び遊休化の恐

れがある農地に対して、利用意向調査を実施します。 
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遊休農地をそのままにしておくと、法的措置が取られます（農地法３２条～４４条） 
農業委員会は、毎年１回地域内の農地の利用状況を調査し「遊休農地」と「遊休化のおそれのある農地」を

把握した場合には、所有者に対して「農地の利用意向調査」を行います。 

１．利用意向調査・利用調整 
農業委員会は、遊休農地と遊休化のおそれのある農地の所有者に対して 

○ 農地中間管理機構に貸し付ける。 

○ 農業委員会に受け手を探してもらう。 

○ 自ら耕作してもらう。 

  などの意向調査を行い、農地中間管理機構への貸付を促しますので、意向調査書を受け取った場合は早

めに意向を表明し、調査書を提出下さい。 

 調査後、農業委員会は意向に合わせて関係機関と連携して利用調整を行います。 

２．勧告（勧告されると固定資産税が上がります） 
６ヶ月が過ぎても、本人が調査で示した意向通りに対応していない場合や、調査の回答をしない場合、

農業委員会は農地中間管理機構と協議するよう勧告します。この勧告が行われると、固定資産税が上がっ

てしまいます。 

３．農地中間管理権の取得 
勧告後、２ヶ月経っても協議が整わない場合は、県知事の裁定・公告により、農地中間管理権を取得す

ることがあります。（農地中間管理権とは、農地中間管理機構（やまがた農業支援センター）が農地を担い

手に貸し付けることを目的に支援センターが取得する「賃借権または使用貸借による権利」です。） 

４．所有者がわからない場合 
農業委員会が、「所有者を確知できない」旨を公示し、公示後６ヶ月以内に所有者等から申出がない場合

は、農地中間管理機構が利用権を取得します。 

 

 

遊休農地対策（法的措置） 

利用状況調査で把握した遊休農地 耕作放棄地不在、遊休化のおそれがある農地で把握した遊休農地 

利用意向調査 
農業委員会が所有者に対して 
① 農地中間管理機構に貸し付ける 
② 農業委員会等により受け手を探してもらう 
③ 自ら作付けする       などの意向を確認する 

農業委員会が「農地中間管理
機構とのこと協議」を勧告 

意向通りに対応しない場合、
意向を表明しない場合 

農業委員会が所有者の意向を踏まえあっせん等の調整 

農業委員会が農地中間管理機構に通知 

農地中間管理機構が農地所有者に対して農地中間管理

権取得に関する協議の申し入れに通知 

農地所有者から農地中間間事業を 

利用する旨の意思表示があった場合 

協議ができない場合、 

整わない場合 

山形県知事の裁定・公告 

農業委員会が「所有者等を
確知できない旨」を公示 

農業委員会が農地中間管

理機構に通知 

山形県知事の裁定・公告 

申出がない場合 

農地中間管理機構が農地中間管理権を取得 

7 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地法許可申請締切日（農地に関する申請） 

【総会開催予定】 

許可申請締切日 総会開催日 

8月 10日 (水) 25日 (木) 

9月 12日 (月) 26日 (月) 

10月 11日 (火) 24日 (月) 

11月 10日 (木) 25日 (金) 

12月 12日 (月) 26日 (月) 

1月 10日 (火) 25日 (水) 

2月 10日 (金) 24日 (金) 

3月 10日 (金) 24日 (金) 

※各種許可申請等は、下記の締切日までにご提出下さ

い。 

 

【編
集
後
記
】 

早
い
雪
解
け
と
と
も
に
始
ま
っ
た
今
年
の
水
田
も
、

順
調
な
生
育
を
見
せ
て
お
り
、
ホ
ッ
と
一
安
心
の
中
、

青
々
と
し
た
稲
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。 

毎
回
の
広
報
に
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
話
題

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に 

若
手
や
新
規
の

農
業
者
を
紹
介
出
来
る
こ
と
は
、
私
た
ち
編
集
委
員
の

励
み
に
な
り
ま
す
。 

委
員
の
方
々
に
は
、
忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
寄
稿
等
々
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
人
で
も
多
く
の
新
農
業
人
を
紹
介
出
来
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

例
年
よ
り
も
少
し
早
め
の
梅
雨
入
り
・
・
・
・
穏
や

か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

広
報
委
員
長 

安
部
数
幸
委
員 

 

農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行する農業総

合専門誌です。 

「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的にまとめて

います。また、多くの読者のみなさまに満足して頂けるよう家族全員

で楽しめる記事も充実しています。さらに、全国 47 都道府県にある

支局の県版・地方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題

や地域独自のイベント情報などの提供に努めています 

発行日：毎週金曜日 

購読料：月７００円（送料、税込） 

お問い合わせは飯豊町農業委員会まで  TEL：0238-87-0524 

 

 

農地に農業用施設（堆肥舎・畜舎・農機具格納庫）や住宅を

新築・増築する場合、農業委員会に農地転用申請を行い、原

則として県知事の許可が必要です。許可を受けないで無断で農

地を利用した場合、懲役や罰金という適用もあります。 

違反転用者とは・・・ 

① 「農地の転用」（農地法第４条第１項）若しくは「農地又は

採草放牧地の転用のための権利移動」（農地法第５条第

１項）の規定に違反した者 

② 許可に付された条件に違反した者 

③ 違反転用に係る土地について工事その他の行為を請け

負った者、またはその工事その他の行為の下請人 

④ 偽りその他不正の手段により許可を受けた者 

罰則  「３年以下の懲役または３００万円以下の罰金（法人は１億円以下）」 

 

 

 

農業委員会 

 

 

 

 

違反転用 

 

●３年以下の懲役または 

●   ３００万円以下の罰金 

●法人の場合は 

●    １億円以下の罰金 

罰則強化！ 
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https://www.nca.or.jp/shinbun/index.php

